
生きた英語と異文化に触れる
健康一番 町ぐるみ健診を受けましょう
平成 年度 各種団体の役員決まる
こちら教育委員会です
ゆめいっぱいなんだんっこ
まちかどトピックス
医療福祉一口メモ
三原郡交流コーナー 町のすがたに迫る
国体だより
学生納付特例制度をご存知ですか？
暮らしのインフォメーション
健康カレンダー



日
常
生
活
の
中
で

ど
の
学
年
も
一
週
間
に
一
時
間
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
に
設

定
さ
れ
た
時
間
で
、
外
国
人
先
生
と

英
会
話
の
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
給
食
や
休
み
時
間
の
ふ
れ

あ
い
を
学
び
に
置
き
換
え
た
学
校
生

活
は
、
外
国
語
に
馴
染
む
絶
好
の
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
が
加
速
す

る
と
思
わ
れ
る
中
、
こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
挑
戦
は
、
広
い
視
野
に

立
っ
た
生
活
感
覚
の
体
得
に
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
の
学
び

自
然
に
恵
ま
れ
た
我
が
国
は
、
昔

か
ら
隣
国
と
の
国
境
が
海
と
い
う
自

然
界
が
大
き
な
壁
に
な
り
、
日
本
語

だ
け
で
不
自
由
さ
を
感
じ
な
い
生
活

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

外
国
人
・
外
国
の
言
葉
と
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な

環
境
に
も
順
応
は
早
い
よ
う
で
す
。

先
生
方
も
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の

能
力
に
期
待
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
歌
に

英
会
話
を
取
り
入
れ
、
目
と
耳
、
体

を
動
か
せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
の
学

び
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
ほ
ど
薄
い
抵
抗
感

北
阿
万
小
学
校
で
は
、
二
年
前
か

ら
試
験
的
に
外
国
人
講
師
を
招
い
て

の
学
習
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

学
び
の
結
果
を
う
か
が
っ
て
み
る

と
、
学
年
別
に
見
て
、
低
学
年
ほ
ど

発
音
に
し
て
も
、
自
分
の
思
い
の
表

現
に
し
て
も
抵
抗
感
が
薄
い
よ
う
で

す
。
吸
収
力
が
旺
盛
な
こ
の
時
期
、

特
に
上
達
が
早
い
よ
う
に
思
う
と
の

こ
と
で
し
た
。

外
国
人
先
生
の
横
顔

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
も
機
会
を
つ
く
っ
て
外
国
人

先
生
と
の
交
流
を
図
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
の
横

顔
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

【
質
問
内
容

年
齢
、

愛
称
、

出
身
地
、

趣
味
と
特
技
、

淡

路
で
何
を
し
た
い
、
町
民
へ
一
言
】

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
先
生
（
写
真
左
上
）

三
十
七
歳
、

ミ
ス
タ
ー
ナ
イ
ス
、

ア
メ
リ
カ

ミ
ネ
ソ
タ
州
、

釣
り
、
キ
ャ
ン
プ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
、

澄
ん
だ
空
気
や
海
、
山
を

満
喫
し
た
い
、

い
い
教
師
に
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に
し
た
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
モ
ン
ズ
先
生

（
写
真
右
）

三
十
二
歳
、

ビ
ル
、

ア
メ
リ
カ

ア
リ
ゾ
ナ
州
、

料

理
、
歌
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
、

皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
た

い
、

南
淡
町
の
子
ど
も
や
先
生
た

ち
と
働
け
て
幸
せ
で
す
。

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
先
生

（
写
真
表
紙
）

二
十
四
歳
、

ジ
ェ

ニ
ー
、

ア
メ
リ
カ

テ
キ
サ
ス
州
、

犬
好
き
、
ア
ル
バ
ム
づ
く
り
、

玉
ね
ぎ
の
収
穫
や
お
い
し
い
魚
を
食

べ
た
い
、

南
淡
町
の
人
は
と
て
も

親
切
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

学
ん
だ
り
す
る
こ
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

町
立
中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手

オ
ル
ガ
・
サ
ン
ボ
ル
ス
カ
先
生
は
学

校
外
で
も
講
演
会
の
講
師
を
務
め
る

な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
十
三
日
、
町
職
員
対
象
に
行

わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
日
本
の
教
育

や
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。

文
化
の
違
い
は
間
違
い
で
は
な
い

の
で
、
良
い
と
こ
ろ
は
真
似
し
ま

し
ょ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

オ
ル
ガ
先
生
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま

れ
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
二
十
五
歳
で

す
。
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

色の名前でビンゴゲームをするジェームズ先生。
福良小、阿万小、沼島小を担当。

月 日、北阿万小学校運動会。
ビデオを片手にほほえむウィリア
ム先生。

文化の違いを語るオルガ
先生



人
生
八
十
年
時
代
の
現
代
社
会
で
、

健
や
か
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
た

め
の
大
き
な

味
方
、
そ
れ
が

健

診

で
す
。
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

六

％
以
上
を
占
め
る
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
は
、
偏
っ
た
食
生
活
や
運
動

不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
生
活
習
慣

の
ゆ
が
み
が
積
み
重
な
っ
て
お
こ
り
、

初
期
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
手
遅
れ
と
い
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
健

診
を
受
け
る
こ
と
は
、
そ
の
見
え
な

い
敵
を
知
り
（
早
期
発
見
）
退
治
す

る
（
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
）
た
め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
す
。病

気
が
み
つ
か
る
の
が
怖
い
、

時
間
が
な
い

な
ど
と
い
わ
ず
に
、

年
に
一
回
必
ず
受
診
し
て
、
健
康
づ

く
り
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

灘
・
沼
島
地
区
以
外
は
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
町
ぐ
る
み
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
送
迎
バ
ス
を
用
意
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
沼
島
地
区
の
胃
が
ん
検
診
受
診
者
は
別
船
を
用
意

い
た
し
ま
す
。

〔
送
迎
バ
ス
（
船
）
配
車
地
区
は
福
良
・
北
阿
万
・
潮
美
台
・
阿
万
・
沼
島
地
区
で
す
。〕

送
迎
バ
ス
運
行
表
は
受
診
票
と
同
時
に
お
送
り
し
ま
す
。

）

）
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南
淡
町
長

森

紘

一

南
淡
町
長

森

紘

一

先
日
、
社
会
保
険
庁
が
平
成
十
四

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
市
町
村

別
納
付
率
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

南
淡
町
で
は
、
国
民
年
金
納
付
率

が
七
四
・
四
％
（
兵
庫
県
全
体
で
は

六

％
）
で
あ
り
、
若
年
層
を
中
心

に
将
来
破
綻
の
懸
念
あ
り
と
い
う
こ

と
か
ら
年
金
離
れ
が
起
こ
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
法
の
改
正
が
国

会
審
議
中
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

改
正
案
の
審
議
を
す
る
前
に
多
く
の

国
会
議
員
が
未
払
い
で
あ
っ
た
り
未

加
入
だ
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
表

面
化
し
、
本
質
か
ら
違
う
議
論
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
見
て
、
私
自
身
完
全

に
納
入
し
て
い
る
か
心
配
に
な
り
、

社
会
保
険
庁
へ
問
い
合
わ
せ
て
完
納

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。国

民
年
金
法
は
昭
和
三
十
六
年
に

制
定
さ
れ
始
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
当
初
、
学
生
は
任
意
加
入
で

あ
り
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
強
制
加

入
の
制
度（
免
除
申
請
有
り
）に
な
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
六

年
と
い
え
ば
、
私
は
学
校
を
卒
業
し

た
時
で
あ
り
、
工
事
現
場
で
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
当
時
の
事
務

方
の
適
切
な
対
応
に
感
謝
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

思
い
お
こ
せ
ば
、
現
場
作
業
員
と

し
て
同
じ
職
場
に
勤
務
し
て
い
た

人
々
は
、
国
民
年
金
を
支
払
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
会
社
を

辞
め
る
と
言
っ
て
転
職
し
た
人
も
多

く
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

年
金
制
度
は
、
加
入
者
の
支
え
合

い
で
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
長

と
し
て
南
淡
町
全
体
を
見
た
と
き
、

現
在
の
納
付
率
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
一
層
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ

る
と
の
想
い
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
制
度
の
問
題
点
は
、

国
民
年
金
法
が
施
行
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
ま
で
掛
け
て
い
な
い
人
に
年
金

を
支
給
し
、
そ
の
原
資
を
新
た
に
加

入
し
た
人
の
負
担
と
し
た
が
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
自
分
の
年
金
は
自

分
が
掛
け
て
支
払
っ
た
分
に
応
じ
受

取
れ
る
制
度
と
し
な
い
限
り
、
永
遠

に
解
決
し
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

町
内
に
も
未
納
の
方
が
お
り
ま
す

が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
無
年
金

者
ゼ
ロ
の
町
と
な
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

団

長

原

尚

良

副
団
長

東

良

嘉

員

副
団
長

川

本

啓

二

福

良

堀

越

輝

男

賀

集

中

島

良

輔

北
阿
万

山

本

英

憲

阿

万

高

見

友

章

灘

飯

田

武

弘

沼

島

伊

藤

正

富

会

長

竹

内

秀

福

良

河

野

豊

賀

集

野

川

安

治

北
阿
万

豊

田

崇

文

潮
美
台

太

田

宏

治

阿

万

山

本

久

灘

藤

岡

勝

平

沼

島

山

野

清

婦
人
部
長

江

本

京

子

南
子
連
会
長

奥

野

幹

生

副

会

長

森

浩

久

副

会

長

渦

古

章

二

福

良

村

上

肇

賀

集

奥

野

幹

生

北
阿
万

森

浩

久

ゴ
ル
フ

阿

部

計

一

卓

球

沢

田

浩

明

連
合
会
長

堀

部

光

正

副
会
長

平

野

晴

久

副
会
長

松

坂

美
加
子

婦
人
代
表

山

本

里
永
子

賀
集
小
学
校

平

野

晴

久

福
良
小
学
校

沖

裕

文

北
阿
万
小
学
校

清

水

勉

阿
万
小
学
校

越

岡

利

雄

灘
小
学
校

山

本

昭

広

沼
島
小
中
学
校

神

邊

孝

三

南
淡
中
学
校

堀

部

光

正

阿

万

渦

古

章

二

灘

林

健

一

沼

島

寛

真

会

長

森

紘

一

副
会
長

森

上

祐

治

理
事
長

久

米

啓

右

副
理
事
長

濱

田

恵

之

賀

集

坂

口

哲

也

石

若

幸

子

福

良

守

本

昭

治

長

尾

美
恵
子

北
阿
万

西

山

幸

作

上

島

眞
理
子

潮
美
台

大

田

学

小

林

久
美
子

阿

万

濱

田

恵

之

阿

部

ひ
と
み

灘

奥

本

憲

治

林

司

沼

島

藤

田

義

司

中

元

真

仁

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

藤

本

信

夫

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

古

池

辰

朗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

藤

田

雅

士

テ
ニ
ス

谷

田

重

勝

軟
式
野
球

片

山

純

サ
ッ
カ
ー

土

居

丈

公

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

丸

山

鶴

男

相

撲

栗

嶌

健

郎

少
林
寺
拳
法

蓮

池

洋

美

柔

道

米

澤

宏

祐

地
域
活
動
や
文
化
振
興
な
ど
の
面

で
貢
献
し
た
人
を
た
た
え
る
平
成
十

六
年
度
の
県
功
労
者
表
彰
（
計
二
百

六
人
）
が
、
五
月
二
十
日
に
県
公
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
淡
町
か
ら
の
受
賞
者
（
合
計
四

名
）
は
次
の
方
々
で
す
。

農
林
水
産
功
労
賞
・
前
田

計

（
南
淡
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
）、

自
治
功
労
賞
・
中
村
三

千
雄
（
南
淡
町
議
会
議
員
）、

文

化
功
労
賞
・
篠
田
嘉
郎
（
淡
路
人
形

協
会
副
理
事
長
）、
健
康
功
労
賞
・

印
部
重
徳
（
兵
庫
県
食
品
衛
生
協
会

副
会
長
）
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六
月
四
日
は

虫
歯
予
防
デ
ー
、

そ
れ
か
ら
の
一
週
間
を
歯
の
衛
生
週

間
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

口
も
と
す
っ
き
り
、
気
分
そ
う
快

で
、
元
気
に
登
校
す
る
姿
に
地
域
の

み
ん
な
が

さ
ん
、

く
ん
、

お
は
よ
う
！

お
か
え
り
！

歯

み
が
き
し
て
い
ま
す
か
？

と
、
気

軽
な
声
か
け
で
、
町
中
で
明
る
い
つ

な
が
り
の
輪
を
広
げ
た
い
も
の
で
す
。

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
は
ぐ
く
み

に
向
っ
て
、
今
月
も
よ
ろ
し
く
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
体
験
学
習
の
始
ま
り

地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、

共
に
生
き
る
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を

身
に
つ
け
る
願
い
で
始
ま
っ
た

ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

が
今
年
も

南
淡
中
学
、
沼
島
中
学
が
一
緒
に

な
っ
て
、
町
内
の
多
く
の
事
業
所
の

ご
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
は
五
月
三
十
一
日
（
月
）

六
月
四
日
（
金
）
で
す
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

文
責
、
榎
本
）

古
い
話
で
す
が
、
か
つ
て

八
時

だ
よ
！
全
員
集
合

と
い
う
テ
レ
ビ

番
組
が
あ
り
、
当
時
は
色
々
と
論
議

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
よ

く
使
わ
れ
た
言
葉
が
、
子
ど
も
た
ち

の
間
で
流
行
語
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

早
く
寝
ろ
よ
！

歯
を
み

が
け
よ
！

が
そ
の
一
例
で
す
。

ち
ょ
っ
と
失
敬
し
て
、

今
月
の
合
い
こ
と
ば
を

と
し
ま
す
。

食
生
活
の
変
化
か
ら
歯
に
異
常
を

来
た
す
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
家
族
そ
ろ
っ
て
の
歯
み
が

き
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

四
月
三
日
に
辞
令
交
付
式
が
あ
り

ま
し
た
。
各
種
団
体
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

は
正
副
委
員
長

教
育
委
員
長

岡

本

和

幸

教
育
委
員
長
職
務
代
理

安

田

啓

一

教
育
委
員

中

川

宜

昭

教
育
委
員

森

武

美

教

育

長

森

上

祐

治

福

良

田

浦

元

賀

集

東

譲

北
阿
万

安

田

行

夫

潮
美
台

中

川

定

雄

阿

万

平

野

善

一

灘

石

田

徳

重

沼

島

山

田

仁
太
郎

中
央（
福
良
）
榎

本

清

人

賀

集

大

濱

恵

史

北
阿
万

樫

本

律

阿

万

増

水

一

二

灘

中

原

雅

沼

島

魚

谷

佳
代
子

福

良

谷

口

し
づ
子

賀

集

山

下

富

子

北
阿
万

前

山

巧

潮
美
台

長

尾

嘉

昭

阿

万

川

添

喜
代
子

灘

関

戸

義

雄

沼

島

龍

本

大

淳

福

良

蓮

池

洋

美

賀

集

大

谷

修

北
阿
万

阿

部

保

夫

潮
美
台

酒

部

義

信

阿

万

新

地

正

灘

吉

川

直

利

沼

島

坂

田

十
三
男

福

良

岡

本

治

樹

谷

由

美

賀

集

柿

谷

健

治

赤

木

冨
美
子

北
阿
万

安

田

保

富

柏

尾

淳

子

潮
美
台

徳

井

理

田

村

宰

阿

万

阿

部

洋

祐

垣

脇

照

子

灘

大

濱

一

浩

奥

村

裕

子

沼

島

阿

部

茂

幸

山

田

智

子

福

良

桂

修

賀

集

三

富

義

圓

北
阿
万

前

山

仁

潮
美
台

山

田

禎

子

阿

万

堀

部

る
み
子

灘

関

戸

義

雄

沼

島

魚

谷

佳
代
子

福

良

南

岳

利

英

賀

集

加

藤

正

隆

北
阿
万

西

山

て
る
子

潮
美
台

初

田

ひ
と
み

阿

万

倉

本

登
代
美

灘

増

田

純

子

沼

島

島

津

尚

乎

本

田

裕

満

榎

本

清

人

藤

平

明

相
談
員

本

田

裕

満

相
談
員

釣

島

三

郎

相
談
員

狩

野

千

明

相
談
員

増

水

一

二

相
談
員

藤

本

郁

子

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

藤

本

郁

子

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

安

部

真
由
美





受
賞
を
喜
ぶ
、
高
畠
榮
夫
さ
ん（
左
）と

家
族
ら
も
多
く
訪
れ
、
会
話
も

は
ず
ん
で
い
ま
し
た

中
元
幸
生
さ
ん（
右
）

そ
う
め
ん
を
奉
り
、神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

体
長
約
一
メ
ー
ト
ル
の
ハ
モ
を

放
流
す
る
関
係
者

南
淡
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
い
せ
ん
ホ
ー
ル

が
開
所
か
ら

十
年
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

五
月
一
日
に
施
設
裏
の
広
場
で

オ
ー
プ
ン
十
周
年
記
念
祭

が
五

月
晴
れ
の
も
と
、
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
入
居
者
を
代
表

し
て
小
畠
照
子
さ
ん
が

い
ろ
ん
な

方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
、
こ
の
十
年

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作

り
た
い

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
森
岡
施
設
長
か
ら
入
居
者

に
音
楽
や
手
芸
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
を

指
導
し
て
い
る
講
師
や
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
外
舞
台
で
ゲ
ス
ト
に

よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
や
だ
ん
じ
り
唄
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
、
志
知
高
等

学
校
に
よ
る
和
太
鼓
、
ま
た
入
居
者

の
音
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合
唱
や
職
員

に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
も
披

露
さ
れ
、
入
居
者
や
来
客
者
約
三
百

人
と
共
に
祝
い
ま
し
た
。

月 日、福良八幡神社で、 明神講祭 が行われま
した。この神社には、そうめんの発祥の地、奈良県の大
神神宮の分身が祀られていることから、夏のシーズンを
前に、昨年のお礼と今年の商売繁盛を祈願するために淡
路手延素麺協同組合（森崎英穀会長）が毎年行っています。
当日、素麺業組合員や製粉業者、資材業者、観光協会

長、商工会長ら約 人が参列し、そうめんの神様に祈願
しました。

五
月
二
十
日
、
ハ
モ
の
季
節
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
御
霊
の
供
養
を
す

る
と
と
も
に
、
豊
漁
と
商
い
の
繁
盛

を
祈
願
す
る

鱧
供
養
祭

が
沼
島

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
灘
・
沼
島
観
光
ふ

る
さ
と
会
（
斉
藤
聡
会
長
）
の
主
催

で
、
今
年
で
十
二
回
目
。
町
長
ら
約

二
十
人
が
出
席
し
、
朝
か
ら
漁
船
に

乗
り
込
み
、
上
立
神
岩
付
近
の
海
上

で
、
丸
々
と
太
っ
た
ハ
モ
五
匹
を
豊

漁
の
願
い
を
込
め
て
海
へ
放
ち
ま
し

た
。
そ
の
後
、
西
光
寺
で
、
昨
年
食

さ
れ
た
ハ
モ
に
焼
香
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

（
十
一
ペ
ー
ジ
に
、
は
も
料
理
の
紹
介
）

兵
庫
県
が
身
近
な
善
行
に
対
し
て

表
彰
す
る

の
じ
ぎ
く
賞

が
、
沼

島
の
高
畠
榮
夫
さ
ん
、
中
元
幸
生
さ

ん
、
中
元
幸
明
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。三

人
は
、
二
月
十
一
日
早
朝
、
船

着
場
で
霜
の
た
め
船
上
か
ら
海
へ
落

ち
て
、
凍
え
て
動
け
な
く
な
っ
て
い

た
漁
師
を
発
見
し
、
救
出
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
八
日
、
役
場
応
接
室
で

淡
路
県
民
局
の
吉
川
健
一
郎
県
民
生

活
部
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
し
た
高
畠
さ
ん
は
、
地

域
で
の
助
け
合
い
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
表
彰
を
受
け
う
れ
し
く

思
い
ま
す

と
語
ら
れ
ま
し
た
。



チームワークを発揮した阿万小学校女子リレーチーム

迫
力
あ
る
演
奏
で
盛
り
上
げ
た

家
族
ら
も
熱
い
声
援
を
送
っ
て

南
淡
中
学
校
吹
奏
楽
部

雨
の
中
で
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会

優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
賀
集
町

内
会（
外
題
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
六

段
目

勘
平
切
腹
の
段
）

い
ま
し
た

月 、 日、神戸のユニバー記念競技
場で、 第 回兵庫リレーカーニバル が
開催され、阿万小学校女子チームが

リレーで 位入賞し、また個人でも、
男子 の部で福良小学校の酒林弘樹君
が 位入賞、女子 の部で阿万小学校
の阿部由花さんが 位入賞するなど健闘し
ました。

四
月
二
十
九
日
の
み
ど
り
の
日
に
、

南
淡
町
立
図
書
館
で
第
二
回
読
書
っ

子
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
千
六
百

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
子

ど
も
た
ち
が
読
書
好
き
に
な
り
、
読

書
を
成
長
の
糧
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
お
は
な
し
会

ピ
ノ
キ
オ
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
い

ず
み
会
、
町
内
小
中
学
校
ら
が
参
加
。

カ
ブ
ト
ム
シ
の
巣
づ
く
り
や
昔
話
ク

イ
ズ
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演

親
子
で
楽
し
む
絵

本
の
世
界

（
講
師

読
書
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
関
西
支
部
代
表

諸
岡

弘

氏
）
で
は
、
紙
芝
居
も
あ
り
、
笑
い

を
交
え
な
が
ら
も
親
に
対
し
て
継
続

性
を
持
っ
た
読
書
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

第 回淡路だんじり唄コンクールが 月 日、西淡町中央公
民館において開催され、 祭り、保存、継承の部 で賀集町内
会が優勝、阿万上町町内会が優秀賞を受賞し、また 少年、少
女の部 で福井子供会祭礼団が優勝しました。
このコンクールには淡路島内から 団体が参加し、どの団体

も真剣な面持ちで日ごろの練習の成果を力いっぱい歌い上げま
した。

五
月
十
六
日
、
南
淡
町
消
防
防
災

訓
練
施
設
（
阿
万
上
町
）
で

第
三

十
五
回
南
淡
町
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

各
分
団
と
も
き
び
き
び
と
し
た
動
き

で
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

灘
第
二
分
団
特
設
部

準
優
勝

阿
万
特
設
分
団

優

勝

阿
万
第
三
分
団
第
二
部

（
阿
万
東
町
）

準
優
勝

阿
万
第
三
分
団
第
二
部

三

位

賀
集
第
一
分
団
第
一
部

（
賀
集
鍛
治
屋
）

な
お
、
右
記
の
分
団
は
六
月
二
十

七
日（
日
）に
三
原
町
で
開
か
れ
る
郡

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

月 日、賀集スポーツセンターグラウ
ンドで 南淡ライオンズクラブ杯少年野球
大会 が開催され、賀集少年野球クラブが
優勝しました。当日、南淡町の チームが
トーナメントで熱戦を繰り広げ、たくさん
の家族づれから熱い声援を受けていました。
試合結果は、優勝・賀集少年野球クラブ、
準優勝・北阿万少年野球クラブ、 位・阿
万少年野球クラブ、 位・福良少年野球ク
ラブ。



老人保健法 医療受給者証 は、負担割合が変更した方のみ 月 日に更新します。）

この制度の対象となる方、給付内容等については次の表のとおりになっています。
対象者の方には、 月下旬に新しい医療証をお送りいたします。ただし、申請が必要となる場
合がありますので、その場合は、健康福祉課から申請のお知らせを送付しています。

この制度は、老人、重度心身障害者、乳幼児、
母子・父子家庭等の医療費の全部または一部を
県と町が負担することによって、受診を容易に
し、保健・福祉の向上を図ろうとする医療助成
制度です。

医療機関に健康保険証とともに 医療証 を
提示することにより、この制度が受けられます。
（県外の医療機関等の窓口では、直接この制度
は利用できませんが、後日健康福祉課に申請す
ることにより、払い戻しが受けられます。）

区 分 対 象 者 給 付 額 一 部 負 担 金 所 得 制 限 備 考

老 人 保 健 制 度

各健康保険の高齢受給者

福

祉

医

療

制

度

区 分 対 象 者 給 付 額 一 部 負 担 金 所 得 制 限 備 考

老 人 保 健 制 度

各健康保険の高齢受給者

福

祉

医

療

制

度



おからうどん

玉葱のピザ風、玉葱のサンド
フライ、たこと玉葱のサラダ

鳴
門
鯛
の
活
け
造
り
と
宝
楽
焼

はもすき鍋

おからうどん

玉葱のピザ風、玉葱のサンド
フライ、たこと玉葱のサラダ

鳴
門
鯛
の
活
け
造
り
と
宝
楽
焼

はもすき鍋

おからうどん

玉葱のピザ風、玉葱のサンド
フライ、たこと玉葱のサラダ

鳴
門
鯛
の
活
け
造
り
と
宝
楽
焼

はもすき鍋
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緑
町
が
生
ん
だ
お
か
ら
う
ど
ん
は
、

緑
町
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
た
特
産

品
開
発
委
員
会
で
日
持
ち
す
る
半
乾

麺
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
豆
腐
の
副

産
物
で
あ
る
お
か
ら
を
加
え
る
こ
と

で
、
現
代
人
に
不
足
し
が
ち
な
ミ
ネ

ラ
ル
と
食
物
繊
維
を
お
い
し
く
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
買
い
求
め
は

サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路

へ（
三
人
前
ス
ー
プ
付
き
、
五
百

二
十
五
円
）。

淡
路
島
の
特
産
品
と
し
て
高
い
評

価
の
玉
葱
。
新
鮮
な
玉
葱
は
水
分
が

多
く
、
辛
み
よ
り
甘
み
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
こ
の
辛
み
成
分
に
は
、

血
液
や
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
働
き

や
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
甘
み
成
分
に
は
整
腸
作

用
も
あ
り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
食

卓
に
登
場
す
る
脇
役
で
す
が
、
多
め

に
使
っ
て
主
役
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 曜日 第 講習時間 第 講習時間日 曜日 第 講習時間 第 講習時間

日 曜日 第 講習時間 第 講習時間日 曜日 第 講習時間 第 講習時間

鳴
門
海
峡
の
荒
波
で
も
ま
れ
て
育

ち
、
美
味
で
有
名
な
鳴
門
鯛
。
西
淡

町
阿
那
賀
は
こ
の
鯛
の
漁
場
と
し
て

古
く
か
ら
知
ら
れ
、
大
正
天
皇
と
平

成
天
皇
が
即
位
し
た
際
に
鳴
門
鯛
を

献
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鯛
と
深

く
関
わ
る
同
地
区
か
ら
広
が
っ
た
料

理
が

活
け
造
り

と

宝
楽
焼

で
、
現
在
、
淡
路
島
の
郷
土
料
理
と

し
て
多
く
の
方
々
が
味
わ
っ
て
い
ま

す
。南

淡
の
夏
の
味
覚
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
る
ハ
モ
は
、
食
感
・
味
の
良
さ

が
格
段
に
良
く
、
六
月
か
ら
八
月
の

も
の
が
特
に
絶
品
で
す
。
全
国
的
に

は
、

湯
引
き

や

天
ぷ
ら

な

ど
が
一
般
的
で
す
が
、
地
元
の
新
た

ま
ね
ぎ
と
一
緒
に
食
べ
る

は
も
す

き
鍋

は
、
淡
白
な
ハ
モ
の
旨
味
に

特
産
玉
ね
ぎ
の
甘
さ
が
溶
け
合
っ
た
、

地
元
な
ら
で
は
の
逸
品
で
す
。
島
外

か
ら
こ
の
独
創
的
な
料
理
を
求
め
て
、

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
は
、
横
綱
の
土
俵
入
り

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

シ
コ
を
踏
ん
だ
あ
と
、
左
腕
は
曲

げ
て
脇
腹
に
あ
て
右
手
を
横
に
伸
ば

し
て
せ
り
上
が
り
を
す
る
の
が
雲

龍
型
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
コ

を
踏
ん
だ
あ
と
、
両
手
を
横
に
伸
ば

し
て
せ
り
上
が
る
の
を
不
知
火
型
と

い
い
ま
す
。
雲
龍
型
は
攻
撃
と
護

り
を
表
し
、
不
知
火
型
は
攻
撃
を
表

し
ま
す
。
ち
な
み
に
横
綱
朝
青
龍
は

雲
龍
型
で
す
。

相
撲
は
も
と
も
と
神
に
捧
げ
る
も

の
と
し
て
の
意
味
合
い
が
と
て
も
深

い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
動
作
の
一
つ
一
つ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
取
り
組
み
前
に
力
士
が

口
を
す
す
ぐ
力
水
。
こ
れ
は
、
体
を

清
め
る
意
味
が
あ
り
、
お
な
じ
み
の

土
俵
上
に
塩
を
ま
く
の
も
清
め
の
儀

式
で
、
こ
れ
ら
は
共
に
十
両
以
上
の

関
取
の
み
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
蹲
踞
（
ひ
ざ
を
曲
げ
て
相

手
と
向
き
合
う
姿
勢
）
し
て
手
を
打

ち
、
そ
の
後
両
手
を
左
右
に
広
げ
て

肩
の
横
ま
で
上
げ
て
か
ら
手
を
返
し

て
下
に
お
ろ
す
動
作
、
こ
れ
を

ち

り
ち
ょ
う
ず

と
い
い
ま
す
。
昔
、

野
原
で
行
わ
れ
て
い
た
時
に
周
り
に

生
え
て
い
る
草
を
ち
ぎ
っ
て
手
を
清

め
た
事
が
由
来
で
、
手
に
武
器
を

持
っ
て
な
い
事
を
示
す
動
作
で
す
。

清
め
の
儀
式
が
ひ
と
通
り
終
わ
る

と
、シ
コ
を
踏
み
ま
す
。力
士
に
と
っ

て
シ
コ
は
基
本
中
の
基
本
で
、
ど
ん

な
に
強
く
な
っ
て
も
シ
コ
を
欠
か
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
土
俵
上
で
シ

コ
を
踏
む
時
、
そ
れ
は
足
の
下
に
い

る
様
々
な
邪
悪
な
も
の
を
踏
み
つ
ぶ

す
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
て
初
め
て
無
我
の
境
地
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
蹲
踞
は
そ
の
状
態
に

な
っ
た
力
士
の
基
本
姿
勢
で
す
。

日
頃
、
テ
レ
ビ
等
で
な
に
げ
な
く

見
て
い
る
土
俵
上
の
力
士
の
動
作
に

は
、
す
べ
て
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
意
味
を
知
っ
て
い
る
と
、
見
る
目

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん

違
っ
た
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
相
撲
が

楽
し
く
見
ら
れ
ま
す
よ
。

月に完成した、遊技機メーカーパイオ
ニア淡路工場の野口三次社長から南淡町へ
万円が寄付されました。この寄付金で

小中学校へ合計 台の車椅子を購入し、残
りは 月 、 日の 南淡まつり の協賛
金として活用されます。
月 日、贈呈式があり、森紘一町長か

らの感謝状を受
けられた野口社
長は 地元の皆
さんに少しでも
お役に立てれ
ば と話してい
ました。

情
報
公
開
条
例
に
よ
り
平
成
十
五

年
度
中
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
が
持
っ
て
い
る

町
政
に
関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を

町
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
、

個
人
情
報
な
ど
保
護
す
べ
き
も
の
を

除
い
て
、
公
開
す
る
制
度
で
す
。

左から、校長会代
表の本田純雄先生、
野口社長、森町長

請求などの状況

区 分 件 数
決 定 状 況

不開示
開 示

うち部分開示
開示請求
合 計

区 分 件 数
決 定 状 況

不開示
開 示

うち部分開示
開示請求
合 計

こ
の
た
び
、
大
西

様
よ
り
亡
父

供
養
に
と
十
万
円
の
預
託
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
南
淡
町
社
会
福
祉
協
議
会
）



三
原
郡
保
健
医
療
福
祉
連
絡
協
議
会

（
敬
称
略
）
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原
郡
保
健
医
療
福
祉
連
絡
協
議
会
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敬
称
略
）

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
学
生
の
方
も
国
民
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
方

は
、
一
般
的
に
収
入
が
な
く
保
険
料

を
本
人
が
納
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
は
在
学
期
間
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学

生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
六
十
八
万

円
（
収
入
に
す
る
と
約
百
三
十
三
万

円
）
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
と
、
申
請
の
あ
っ
た
月

の
前
月
分
か
ら
最
長
そ
の
年
度
末
ま

で
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、

卒
業
後
に
後
払
い
で
き
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は
年

金
を
受
け
取
る
の
に
必
要
な
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
十
年
以
内
で
あ
れ

ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
と

い
い
ま
す
）
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

卒
業
後
は
忘
れ
ず
に
納
め
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
額
は
、
当
時

の
保
険
料
に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ

て
一
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
納
付

特
例
期
間
に
つ
い
て
平
成
十
六
年
度

中
（
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
）
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
左
表

の
額
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
、
役
場
住
民
生
活
課

年
金
係

五

二
五
一

追 納 期 間 追 納 額 加 算 額 当時の保険料額追 納 期 間 追 納 額 加 算 額 当時の保険料額

優
秀
賞

西
淡
町

藤
江

佳
代

三
原
町

山
田

恵
子

三
原
町

清
水

勲

佳

作

南
淡
町

佐
古

充

緑

町

永
田
健
太
郎

四
月
三
十
日

於

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

賀
集
地
区

英

真
弓

福
良
地
区

蝉
塚

民
男
、
森
崎
綾
子

北
阿
万
地
区

松
井

茂
、

坂
本
勝
利
、
三
谷
啓
市
、
相
原
和
美
、
橋
本
行
雄
、

仲
山
治
美
、
島
田
佐
代
子
、
豊
田
尚
美
、
武
岡
正

子
、
三
谷
は
る
み
、
豊
田
譲
二
、
北
本
吉
宏
、
武

岡
正
浩
、
村
上
雅
宏
、
高
田
真
須
美
、
中
山
和
代
、

稲
山
祐
佳
、
島
田
貞
洋
、
村
上
美
香
、
坂
本

優
、

三
谷
祐
司
、
白
濱
泰
子
、
欅
田
登
司
子
、
太
田
敏

江
、
田
村
秀
子
、
勝
浦
史
代
、
太
田

敦
、
桐
原

千
代
、
江
本
美
華
、
柏
尾
征
宏
、
田
村
太
作
、
堺

あ
い
子

潮
美
台
地
区

芝

貴
美
子
、
酒
部

美
鈴
、
生
垣
眞
由
美
、
柏
木
広
子
、
福
栄
秀
知
、

井
上
洋
子
、
柏
木
一
夫
、
肥
田
欣
司
、
肥
田
陽
子

阿
万
地
区

坂
部
信
行
、
岩
倉
正
典
、
北
本
之

英
、
山
下
富
子

冠

句

欅
田

水

冠

句

和
田

千
成

イ
ホ
ウ

瀬
川

泰
周

テ

タ

古
川
と
く
子

冠

句

東
良

峰
月

シ

キ

前
池

清
泉

冠

句

以
頭

芙
蓉

テ

タ

下
野

楽
遊

冠

句

樫
本

静
楽

冠

句

亀
渕

真
理

テ

タ

西
田

翆
月

シ

キ

阿
部

雨
滴

イ
ホ
ウ

宮
口

胡
蝶





死 亡）

（出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

じゅね

いおり

死 亡）

（出 生）

じゅね

いおり

出 生）

町
の
人
口
・
世
帯

月 日 月 日受付分（敬称略）
この欄に載せて欲しくない方は、届け
出のときに窓口へお申し出ください。

世 帯 数 世帯

男 人

女 ， 人

合 計 ， 人



月 日 曜日 内 容 時 間 場 所月 日 曜日 内 容 時 間 場 所


